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要  約 

黒毛和種の繁殖経営の安定化を図るために、性選別精液を用いた定時人工授精に関する

試験を実施した。 

分娩後 23～31 日に 2%ポピドンヨード（以下 PI）を子宮内に投与し、分娩後 35～42 日よ

り定時人工授精のためのホルモン処置を開始した。 

定時人工授精のホルモンプログラムは、髙橋ら１)の方法を応用し、膣内留置型プロジェス

テロン製剤を挿入すると同時にエストラジオール安息香酸エステルを 0.5 mg 投与し、一週

間後に膣内留置型プロジェステロン製剤の除去並びにクロプロステノール 500 μg を投与し

たものであった。そして、クロプロステノール投与から 48 時間後に酢酸フェルチレリン 100 

μg を投与し、その 8 時間後に主席卵胞側の子宮角深部に、雄選別精液を用いた人工授精を

実施した。 

9 頭実施した結果、3 頭受胎し受胎率は 33.3％となった。 

 

緒  言 

黒毛和種の繁殖経営農家において、一年一産を目指した子牛生産は、経営安定化のため重

要な課題であり、早期定時人工授精はその目標を達成する一つの手段である。また、我が国

の肉用子牛の価格が繁殖経営に大きく影響する 2)ことから、増体のよい雄子牛を生産するこ

とが必要とされている。近年では、雌あるいは雄の家畜を選択的に生産することができる雌

雄産み分け技術、すなわち性選別精液を用いた人工授精も実施されている。 

また、乳用牛においては、分娩後の乳用牛の約 12～38％は子宮内膜炎に罹患しており、分娩

後の子宮内膜の細胞診において、子宮内膜細胞中の多形核好中球の割合（PMN％）が 6%以

上となると産後 4~6 週での繁殖能力が低下するといわれている。子宮内環境の改善による受

胎率向上を目的として分娩後に 2％PI の子宮内投与を行い、ホルモン剤を用いた定時人工授精

を実施したところ、生理食塩水を投与した場合や無処置の場合と比べて受胎率が向上したという

報告がある 3)。 

 

1 現 香川県農政水産部畜産課 
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黒毛和種繁殖牛においても、分娩後の PMN％が高い牛ほど子宮機能の回復が遅く、受胎ま

での空胎日数が延びることが報告されている 4)。 

以前、定時人工授精プログラムを応用し、性選別精液を用い、主席卵胞側の子宮角深部に

人工授精を実施した結果、受胎率は 40.0％であった 5)。今回、受胎率向上を目的とし、分娩

後に 2%PI を子宮内投与した後、ホルモン処置を行い、性選別精液を用い、主席卵胞側の子

宮角深部に人工授精を実施し受胎率を調査した。  

 

材料および方法 

 供試牛は、当場で繋養する黒毛和種で、令和 4 年 2 月～令和 4 年 12 月に分娩した延

べ 9 頭（平均産歴 7.6 産、平均年齢 8.7 歳）を用いた。これらの雌牛の分娩後 23～31 日に

2％PI を子宮内投与し、分娩後 35～42 日に増川ら 6)の方法を用い、定時人工授精試験のた

めのホルモン処置を開始した。 

定時人工授精のためのホルモン投与プログラムを図 1 に示した。 

膣内留置型プロジェステロン製剤(プロゲステロン 1.9 g；以下、CIDR )を挿入すると同時

にエストラジオール安息香酸エステル 0.5 mg (以下、E2 )を投与し、一週間後に CIDR の除

去並びにクロプロステノール 500 μg (以下、PGF2α)を投与し、その 48 時間後に酢酸フェル

チレリン 100 μg (以下、GnRH )を投与した。選別精液を用いた人工授精は、GnRH を投与

した後 8 時間後に AM カテーテル（エア・ウォーター・マッハ株式会社）を用い、実施し

た。その際、精液の注入部位は主席卵胞側の子宮角深部とした。 

なお、人工授精後 26 日目以降から超音波画像診断装置で妊娠鑑定を行い、人工授精後 

42 日目の時点で胎児が確認できた場合のみを「受胎」とした。 

 

 

 

 

０日目     ７日目     9 日目     ９日目 

           8:30            8:30            8:30           16:30 

          CIDR 

 

      ○       ○       ○       ○ 

       E2       PGF2α      GnRH     人工授精 

           0.5mg           500 ㎍          100μg 

 

図１ 定時人工授精プログラム 
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結果および考察 

 本試験で実施した定時人工授精プログラムは、過去に当場で実施してきた採卵試験で採

卵成績が良好だったホルモンプログラムを応用した 1,7,8)。 

今回、雄選別精液を用いた定時人工授精では 9 頭中 3 頭が受胎し、受胎率は 33.3％で

あった。また、受胎群と非受胎群において、産歴、分娩後からイソジン投与までの日数およ

びホルモン処置開始までの日数を示した（表 1）。 

 

表 1 供試牛の産歴、分娩後からイソジン投与までの日数およびホルモン処置開始までの日数 

 受胎群（n=3） 非受胎群（n=6） 

産歴 5.0±1.5 8.8±1.7 

分娩後からイソジン投与までの日数 26.0±1.5 27.5±0.8 

分娩後からホルモン処置開始までの日数 37.3±1.2 38.2±1.1 

受胎率 3/9（33.3％）  

（平均値±標準誤差） 

 本試験で得られた受胎率は 33.3％となり同プログラムにおける通常精液を用いた報告 1)

や、性判別精液を用いた報告 5)の受胎成績よりも低い結果であった。性選別精液は通常精液

と比べてストロー内の生存精子数が少なく、処理の過程で活力が低下しており 9,10,11)、受胎

率が低い傾向にある。今回の試験において、受胎群は非受胎群よりも産歴が少なく、性判別

精液であっても受胎しやすかったと考えられる。加えて、産歴が少ない牛では、イソジンを

投与することで受胎がしやすくなった可能性も考えられる。 

 また、今回 2％PI を使用したが、AI 後に 0.5％PI を子宮内投与した場合、抗菌剤、ブドウ

糖、2%PI を投与した場合と比べて受胎率が高く、疼痛も少なかったという報告もあり 12)、

使用する PI の濃度や子宮内投与する時期を検討することで高い受胎率が得られる可能性が

ある。 

性選別精液を用いた人工授精での受胎率が向上すれば、雌雄産み分けによる効率的な子

牛生産を行うことができ、繁殖農家の収益増大にもつながるため、今後も更なる検証を行っ

ていく必要がある。 
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